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３ 要 旨 

 

(1) ブルーリボンはイエローリボンと比較して、株当たりのわき芽数は多いが、わき芽重量は小さかった。
しかし、比較薬剤のエキガゾール、コンタクト（わき芽１本当たりわき芽重は除く）よりは効果が劣った。
品質は、熟度、組織、葉肉ではブルーリボンが良好であった。色沢ではイエローリボンが良好であった
が、比較薬剤よりは劣った。

(2) 基準希釈と１．２倍希釈とは、ほぼ同程度の抑制効果であった。１．４倍希釈は、わき芽重（１本当た
り）では、基準希釈と１．２倍希釈と同等の抑制効果があった。品質は、１．４倍希釈が色沢を除いて有
意差はみられないが良好であった。

(3) 処理量は、１５ｍｌ／株で効果があった。品質の有意差はなかった。

(4) 処理回数は､１回処理でわき芽数が多いが､わき芽重では有意差は見られなかった。また、品質の差
はなかった。

(5) 収穫日が早いほど、品質は良好であった｡

(6) ブルーリボン（基準希釈・２０ｍｌ／株・１回散布、基準希釈・１５ｍｌ／株・２回散布）及びイエローリボン
（基準希釈・１５ｍｌ／株・２回散布、１．２倍希釈・１５ｍｌ／株・２回散布）は、心止後１４日、２８日、３６
日でコンタクトと同等以上の抑制効果があった。
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